
心理学専攻 

第１１回コロキアムのお知らせ 
 
 

 下記のとおり，第11回コロキアムを開催いたします。どなたでも

ご参加いただけますが，博士課程の学生は必ず参加してください。

博士課程の学生以外の方もぜひ積極的にご参加ください。 

 

記 

 

日時：7月1日（木） 午後6時15分～8時 

場所：三田キャンパス第1校舎1階 102番教室 

発表者：日根 恭子 

題目：顔再認における処理の持ち越し効果の検討 

概要：顔の再認においては、個々のパーツについての情報（部分的情報）とパーツ間

の位置や配置に関する情報（全体的情報）の二種が用いられていると考えられている。

再認時において、部分的情報を多く用いて判断を行うと、顔の再認成績が低下すること

が知られている。再認時に部分的情報に依存した判断を行ってしまう状況の一つとして、

顔の再認判断前に部分的情報についての認知的処理が要求され、部分的情報を処理する

傾向が、後続する顔の再認判断場面に持ち越されてしまう事態が挙げられている。しか

し、部分的情報を処理する傾向が、後続する顔の再認まで持ち越されているか否かの検

討は十分ではない。本発表では、顔の再認前に行っていた処理傾向が顔の再認にまで持

ち越されるかを検討した先行研究を報告する。そして、先行研究を概観することにより

浮かび上がった、顔の再認時への処理の持ち越しを検討する際の問題を提起し、発表者

が実施した研究について報告する。 

 

以上 


